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「平成24年度土木施工管理技士に関する
アンケート調査結果」について　　　　

（一社）全国土木施工管理技士会連合会

１．はじめに
　（一社）全国土木施工管理技士会連合会
は、技士会会員が技術者として日頃感じて
いることをアンケート形式で定期的に調査
収集しています。
　アンケート調査につきましては、これま
で３年ごとに３回（平成15年度・平成18年
度・平成21年度）実施してきています。
　今回の調査は、４回目となり、回答者数
は3,596名でした。
２．調査内容
　今回の主要テーマは、工事発注に関わる
　①提出書類の簡素化と　②設計変更につ
いて、調査を実施しました。
３．調査結果
１ ）〈図−１〉の提出書類の簡素化につい

ては、「近年簡素化が進んできたがまだ
沢山ある」という意見が多くありまし
た。

　 　また、〈図−２〉の改善策については、
「仕様書に照査の範囲を明確にして範囲
以外の資料を提出しないようにする」な
どの意見が多いことから、発注者側への
周知徹底が必要である。

２ ）〈図−３〉の設計変更については、経
年変化から「改善要望等は当面無い」と

いう意見が多くなってきていることか
ら、発注者側の施策等の効果があったも
のと思われる。しかし、すべての発注機
関で整備されているとは限りませんが

「設計変更ガイドライン」などを作成し
活用してきているにも係わらず、依然と
して、「現場条件変更に伴う設計変更等
の適切な実施」の要望が多くありまし
た。

　 　〈図−４〉の「設計変更ガイドライン」
については、「設計変更ガイドライン」
は知っているが、「活用したことがない」
と「知らない」という意見が約９割もあ
り、まだまだ活用されていない状況にあ
ることから、受注者・発注者ともに、
もっと内容を熟知させるよう周知すべき
である。

４．おわりに
　「平成24年度土木施工管理技士に関する
アンケート結果」については、当会のホー
ムページに掲載していますので、ご覧にな
りたい方は、次のアドレスhttp://www.
ejcm.or.jpにアクセスして下さい。
　このアンケート結果は、現場技術者の声
として取り纏めたものです。
　今後土木施工管理技士会の活動を検討す

に普及させると同時に、追加工事着工前の
単価書面交付を徹底するようお願いした。
　その他に、「設計変更ガイドライン」の
周知と「コンサルタントの現場への関与」
で、３者会議や追加工事の変更図面作成等
におけるコンサルタントの必要性を提案し

た。
　自由討議の中では、各技士会から提案議
題に対する現場の実態などが報告され、国
土交通省からは、いろいろな改善策が出さ
れ、今後一緒に考えて行こうということに
なった。
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〈図－１〉提出書類の簡素化

〈図ー２〉提出書類の改善策

る基礎資料として活用するとともに、各方
面で現場技術者の状況について、ご理解を

賜るために活用されることを願っていま
す。
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〈図ー３〉発注者側への要望等

〈図ー４〉設計変更ガイドライン




